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静岡県の交通事故

富士宮市の交通事故

富士宮市の交通死亡事故

富士宮市の各種事故
幼児・園児事故、小学生事故、中学生事故、高校生事故、
高齢者事故、高齢運転者事故、歩行者事故、自転車事故、交差点事故、
飲酒運転事故、二輪車事故（原付・自動二輪車）

安全運転管理者選任事業所の事故

内容

富士宮市の交通事故統計

用語の意味

1「交通事故」とは、道路交通法第２条第１項に規定されている、道路上
において車両、列車(軌道車)の交通によって起こされた死亡又は負傷を
伴った事故(人身事故)をいう。
なお、物の損壊のみの事故（物損事故）を表示する際は「物損」と明記する。

2「死亡」とは、交通事故の発生後24時間以内に死亡したものをいう。

3「第1当事者」とは、過失がより重いか、または、過失が同程度の場合に
あっては、被害の軽い方の当事者をいう。

4「幼児」とは、未就園児をいう。

5「高齢者」とは、年齢65歳以上の者をいう。

※各種事故の用語の意味は各種事故それぞれのページに記載



静岡県の交通事故
○発生状況

○過去10年間の発生状況

○曜日別

曜 日 月 火 水 木 金 土 日 計

件 数 2,758 2,885 2,733 2,819 3,151 2,420 1,912 18,678

増 減 -311 -46 -198 -100 -31 -53 35 -704

○月別

月
件数 死者 傷者

増減 増減 増減

1 月 1,559 17 6 1,964 54

2 月 1,259 -208 4 -5 1,538 -321

3 月 1,472 -236 5 -6 1,875 -325

4 月 1,456 -156 4 1,853 -154

5 月 1,472 -36 1 -5 1,870 -62

6 月 1,570 -20 4 1,980 -13

7 月 1,604 -1 8 4 2,072 44

8 月 1,511 -50 7 -3 1,971 -74

9 月 1,622 239 14 5 2,042 325

1 0 月 1,669 -43 9 2,138 -18

1 1 月 1,738 -11 11 -1 2,134 -6

1 2 月 1,746 -199 10 5 2,225 -196

計 18,678 -704 83 -6 23,662 -746

○時間別

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2 153 27

2 ～ 4 99 6

4 ～ 6 205 -4

6 ～ 8 2,310 -198

8 ～ 1 0 2,659 -204

1 0 ～ 1 2 2,318 -163

1 2 ～ 1 4 2,172 -139

1 4 ～ 1 6 2,399 -34

1 6 ～ 1 8 3,095 48

1 8 ～ 2 0 2,191 42

2 0 ～ 2 2 777 -64

2 2 ～ 2 4 300 -21

計 18,678 -704
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区 分 件 数 死 者 傷 者

令 和 4 年 18,678 83 23,662

令 和 3 年 19,382 89 24,408

増 減 数 -704 -6 -746



○第1当事者の年齢別

年 齢 件 数 増 減

1 5 歳 以 下 150 17

1 6～ 1 9歳 783 -29

2 0～ 2 4歳 1,967 -52

2 5～ 2 9歳 1,467 -73

3 0～ 3 9歳 2,489 -160

4 0～ 4 9歳 3,117 -142

5 0～ 5 9歳 2,927 -129

6 0～ 6 4歳 1,227 -44

6 5～ 7 4歳 2,560 -123

7 5 歳 以 上 1,895 17

不 明 96 14

計 18,678 -704

○第1当事者の状態別

区 分 件 数 増 減

自動車 17,330 -627

自二輪 257 -67

原 付 331 -49

自転車 649 21

歩行者 14 3

その他 97 15

計 18,678 -704

区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対 （ 背 ） 面通 行 中 191 -10

横断中
横 断 歩 道 588 10

そ の 他 379 42

そ の 他 422 -4

小 計 1,580 38

車
両
相
互

正 面 衝 突 304 39

追 突 6,655 -238

出 会 い 頭 5,424 -226

追 越 等 294 19

その他
右 左 折 時 2,039 45

そ の 他 1,880 -184

小 計 16,596 -545

車 両 単 独 500 -196

踏 切 2 -1

計 18,678 -704

○事故類型別 ○第1当事者の主法令違反別

違 反 件 数 増 減

車

両

等

信 号 無 視 833 -38

通 行 区 分 32 -8

最 高 速 度 3 1

追 越 違 反 20 3

優 先 妨 害 158 -24

一 時 停 止 1,107 -43

歩 行 者 妨 害 562

酒 酔 運 転 7 4

過 労 運 転 8 -9

安

全

運

転

運 転 操 作 1,202 -59

漫 然 運 転 1,512 12

脇 見 運 転 2,470 15

動 静 注 視 2,759 -288

安 全 確 認 5,499 -292

そ の 他 275 -47

そ の 他 2,121 52

歩

行

者

信 号 無 視 9 7

横
断

直 前 直 後 -1

そ の 他 1

酩 酊 等 -1

そ の 他 4 -2

不 明 96 14

計 18,678 -704



区 分 件 数 死 者 傷 者 物 損

令 和 4 年 572 1 721 2,657

令 和 3 年 600 2 761 2,533

増 減 数 -28 -1 -40 124

富士宮市の交通事故

○発生状況

○過去10年間の発生状況

○月別 ○時間別

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2 3

2 ～ 4 4 1

4 ～ 6 3 1

6 ～ 8 94 19

8 ～ 1 0 75 -20

1 0 ～ 1 2 83 6

1 2 ～ 1 4 54 -22

1 4 ～ 1 6 79 -2

1 6 ～ 1 8 95 -3

1 8 ～ 2 0 53 -5

2 0 ～ 2 2 20 -6

2 2 ～ 2 4 9 3

計 572 -28

月
件数 死者 傷者

増減 増減 増減

1月 51 9 1 1 59 9

2月 29 -19 31 -25

3月 37 -6 49 -11

4月 49 3 65

5月 53 2 -1 67 -1

6月 46 -11 55 -16

7月 46 -12 61 -11

8月 35 -15 48 -13

9月 60 18 78 22

10月 60 14 71 16

11月 57 -1 -1 76 2

12月 49 -10 61 -12

計 572 -28 1 -1 721 -40

○曜日別

曜日 月 火 水 木 金 土 日 計

件数 84 89 90 73 99 77 60 572

増減 -1 -7 4 -16 -4 -4 -28
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○第1当事者の年齢別

年 齢 件 数 増 減

1 5 歳 以 下 5 3

1 6～ 1 9歳 20 -9

2 0～ 2 4歳 56 6

2 5～ 2 9歳 45 7

3 0～ 3 9歳 78 -3

4 0～ 4 9歳 94 -18

5 0～ 5 9歳 93 21

6 0～ 6 4歳 33 -7

6 5～ 7 4歳 85 -13

7 5 歳 以 上 61 -14

不 明 2 -1

計 572 -28

○第1当事者の状態別

区 分 件 数 増 減

自動車 541 -31

自二輪 11 5

原 付 5 -4

自転車 13 3

歩行者

その他 2 -1

計 572 -28

区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中 5 -2

横断中
横断歩道 27 9

そ の 他 16 3

そ の 他 21 9

小 計 69 19

車
両
相
互

正 面 衝 突 6 -7

追 突 189 -3

出 会 い 頭 177 -15

追 越 等 11 3

その他
右左折時 56 -3

そ の 他 52 -20

小 計 491 -45

車 両 単 独 12 -2

踏 切

計 572 -28

○事故類型別 ○第1当事者の主法令違反別

歩行者 横断

違 反 件 数 増 減

車
両
等

信 号 無 視 23

通 行 区 分 2 1

最 高 速 度

追 越 違 反 -2

優 先 妨 害 2 -7

一 時 停 止 33 8

歩 行 者 妨 害 26 9

酒 酔 運 転

過 労 運 転

安

全

運

転

運転操作 35 1

漫然運転 40 -4

脇見運転 63 12

動静注視 63 -19

安全確認 206 -14

そ の 他 7 -3

そ の 他 70 -9

小 計 570 -27

不 明 2 -1

計 572 -28



○交番別

件
数

死
者

傷
者

交

番

宮 町 43 57

富士宮駅前 163 199

富 士 根 114 1 146

西 町 65 77

宮 原 113 141

芝 川 3 5

駐

在

所

星 山 10 13

北 山 13 13

下 条 9 13

上 条 3 3

上 井 出 13 18

白 糸 2 3

猪 之 頭 17 27

内 房 1 2

柚 野 3 4

計 572 1 721

区分

交番･駐在所

○路線別

富士宮市の事故
ココがポイント！

※宮町交番、星山駐在所は令和４年１１月２日に
「富士宮駅前交番」に統合されました。

区 分 件 数 死 者 負傷者

国
道

国 道 ５ ２ 号

国 道 １ ３ ９ 号 102 148

国 道 ４ ６ ９ 号 8 8

主
要
地
方
道

富 士 川 身 延 線 1 2

富 士 宮 芝 川 線 14 16

富 士 宮 停 車 場 線 3 3

白糸滝公園大渕線

富 士 宮 鳴 沢 線 2 6

富士白糸滝公園線 3 3

清 水 富 士 宮 線 7 7

富士富士宮由比線 31 38

県

道

富士公園太郎坊線 1 1

大 坂 富 士 宮 線 3 1 3

元吉原大渕富士宮線

富士宮富士公園線 32 41

三 沢 富 士 宮 線

上 井 出 芝 川 線

白 糸 富 士 宮 線 7 8

富 士 宮 由 比 線

塩 出 尾 崎 線

逢坂芝川停車場線

富 士 根 停 車 場 線 14 21

上 稲 子 長 貫 線 1 3

富 士 富 士 宮 線 56 68

そ の 他 県 道

市
道

西 小 泉 町

大 宮 富 士 1 1

源 道 寺 ２ 号

田 中 青 木

淀 師 阿 幸 地 2 2

大 塚 弓 沢

御 殿 場 中 原

そ の 他 市 道 231 283

そ の 他 53 59

計 572 1 721

令和３年と比べて事故の件数、死者、

傷者ともに減少していますが・・・

物損事故（死傷者のいない事故）

は１００件以上も増加しています。

通り慣れた道でも、油断はせず、

安全運転、安全歩行をお願いします！



富士宮市内 交通死亡事故 １件 発生！！

１月上旬
（火）

１７：００頃
雨

小泉
(県)大坂
富士宮線

普通乗用車
４０歳代 男性

×

歩行者
９０歳代 男性

至

大
岩

至

東
阿
幸
地

登山道入り口交差点 ５件阿幸地北交差点 ５件

矢立町交差点 ５件小泉若宮交差点 ７件

国道１３９号線での交通事故が多く発生しています。
事故の特徴は、交差点内での出会い頭事故、交差点付近での追突事故が目立っています。
交差点付近では、スピードを落とし、右左折する際には横断しようとしている歩行者や自転車、
側方を通過するバイクの見落としがないか安全確認を確実に行いましよう。
また、脇見ぼんやり運転は追突事故に繋がります。前方の車の動きに十分注意して車間距離を
とり、追突事故防止に努めましょう。



幼児・園児事故

○事故類型別

○発生状況

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 10 11

増 減 数 -3 -2

○月別

○曜日別

○時間別

曜 日 月 火 水 木 金 土 日 計

件 数 3 1 1 4 1 10

増 減 2 -2 -1 3 -5 -3

区 分 死 傷 者 増 減

自

動

車

運 転 中

同 乗 中 11 -1

小 計 11 -1

自 二 車

原 付 車

自 転 車 -1

歩

行

中

横 断 中

そ の 他

小 計

そ の 他

計 11 -2

○状態別死傷者数

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2

2 ～ 4

4 ～ 6

6 ～ 8 -1

8 ～ 1 0 2 -3

1 0 ～ 1 2 -1

1 2 ～ 1 4 2 1

1 4 ～ 1 6 3

1 6 ～ 1 8 3 1

1 8 ～ 2 0

2 0 ～ 2 2

2 2 ～ 2 4

計 10 -3区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中

横断中
横断歩道

そ の 他

そ の 他

小 計

車
両
相
互

正 面 衝 突

追 突 5 2

出 会 い 頭 5 -2

追 越 等

右 左 折 時

そ の 他 -3

小 計 10 -3

車 両 単 独

踏 切

計 10 -3

富士宮市の各種事故

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 2 4 1 1 2 10

増減 -1 2 -1 -1 1 -2 -2 1 -3

※ 幼児･園児が当事者となった人身事故件数と、
その事故から生じた幼児・園児の死者数・傷者数

交通事故防止ポイント

幼児・園児を自動車に乗せて運転する時は、
必ずチャイルドシートを使用しましょう。
また、道路を歩く際には手を繋いで歩きましょう。



小学生事故

※ 小学生が当事者となった人身事故件数と、
その事故から生じた小学生の死者数・傷者数

○事故類型別

○発生状況

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 22 25

増 減 数 7 10

○月別

○曜日別

○時間別

曜 日 月 火 水 木 金 土 日 計

件 数 2 2 3 3 5 4 3 22

増 減 -2 3 1 3 2 7

区 分 1年 2年 3年 4年 5年 6年

自動車同乗中 2 2 2 4 2

自 転 車

歩 行 者 3 3 2 2 2

そ の 他 1

計 5 5 5 2 4 4

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2

2 ～ 4

4 ～ 6

6 ～ 8 4 3

8 ～ 1 0 -2

1 0 ～ 1 2 6 5

1 2 ～ 1 4 2 1

1 4 ～ 1 6 6 2

1 6 ～ 1 8 2 -2

1 8 ～ 2 0 2 1

2 0 ～ 2 2 -1

2 2 ～ 2 4

計 22 7

○学年別状態別（当事者数）

※当事者数とは、ケガの有無にかかわらず
その事故に関わった全ての小学生の人数

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 3 2 3 4 2 2 3 2 1 22

増減 3 -1 2 1 2 1 -1 1 -2 1 1 -1 7

区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中

横断中
横断歩道 3 2

そ の 他 4

そ の 他 2 2

小 計 9 4

車
両
相
互

正 面 衝 突

追 突 7 7

出 会 い 頭 4 -1

追 越 等

右 左 折 時 1 -1

そ の 他 1 -2

小 計 13 3

車 両 単 独

踏 切

計 22 7

交通事故防止ポイント

道路を渡る時は、まずは止まりましょう。
そして手をあげて渡る合図をし、車が止まったこと
車がいないことを確認をしてから渡りましょう。



中学生事故

○事故類型別

○発生状況

○月別

○曜日別

○時間別

曜日 月 火 水 木 金 土 日 計

件数 3 1 2 1 1 6 3 17

増減 -1 1 3 2 5

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2

2 ～ 4 -1

4 ～ 6

6 ～ 8 3 2

8 ～ 1 0 1

1 0 ～ 1 2 2 -1

1 2 ～ 1 4 1 -1

1 4 ～ 1 6 4 4

1 6 ～ 1 8 4

1 8 ～ 2 0 1 1

2 0 ～ 2 2 1 1

2 2 ～ 2 4

計 17 5

区 分 1年 2年 3年

自動車同乗中 3 6 3

原 付

自 転 車 2 2

歩 行 者 1 1

そ の 他

計 3 9 6

○学年別状態別（当事者数）

※当事者数とは、ケガの有無にかかわらず
その事故に関わった全ての中学生の人数

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 1 1 2 2 2 1 0 2 1 2 2 1 17

増減 0 1 1 1 0 1 -1 1 1 -1 2 -1 5

※ 中学生が当事者となった人身事故件数と、
その事故から生じた中学生の死者数・傷者数

区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中 -1

横断中
横断歩道 1

そ の 他 1 1

そ の 他

小 計 2

車
両
相
互

正 面 衝 突 -1

追 突 8 7

出 会 い 頭 6 1

追 越 等

右 左 折 時 1

そ の 他 -1

小 計 15 6

車 両 単 独 -1

踏 切

計 17 5

交通事故防止ポイント

車に乗る時は全席シートベルトを着用しましょう。
歩くときや自転車に乗る時には正面の信号に正しく
従いましょう。

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 17 18

増 減 数 5 6



高校生事故
※ 高校生が当事者となった人身事故件数と、

その事故から生じた高校生の死者数・傷者数

○事故類型別

○発生状況

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 51 49

増 減 数 18 18

○月別

○曜日別

○時間別

曜日 月 火 水 木 金 土 日 計

件数 4 10 9 10 6 4 8 51

増減 -3 4 3 8 -1 2 5 18

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2

2 ～ 4

4 ～ 6 1 1

6 ～ 8 15 5

8 ～ 1 0 7

1 0 ～ 1 2 5 5

1 2 ～ 1 4 3 1

1 4 ～ 1 6 5 3

1 6 ～ 1 8 10 8

1 8 ～ 2 0 3 -3

2 0 ～ 2 2 2 -2

2 2 ～ 2 4

計 51 18

○学年別状態別（当事者数）

※当事者数とは、ケガの有無にかかわらず
その事故に関わった全ての高校生の人数

区 分 1年 2年 3年

自動車運転中 1

自動車同乗中 6 4

自 二 車 1

原 付 車

自 転 車 15 13 9

歩 行 者 1

そ の 他 1

計 17 19 15

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 6 5 6 3 6 3 5 1 3 5 4 4 51

増減 3 3 4 3 2 -2 2 1 3 -1 18

区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中 1

横断中
横断歩道

そ の 他 -1

そ の 他 1 1

小 計 2

車
両
相
互

正 面 衝 突 2 2

追 突 10 6

出 会 い 頭 19 3

追 越 等 2 2

右 左 折 時 16 7

そ の 他 -2

小 計 49 18

車 両 単 独

踏 切

計 51 18

交通事故防止ポイント

自転車に乗る時、車道では原則左側通行、
歩道では歩行者を優先しましょう。
また、一時停止場所では必ず止まり安全を
確かめましょう。



同乗中 歩行中 その他 計

東 1 1 2

黒田

大宮 1 1

貴船

富丘 1 1

西

大富士 8 8

富士根南 1 1 2

富士根北 1 1

粟倉分校

北山

山宮

上井出

人穴

井之頭

白糸

上野 1 1 2

富士見

芝富

内房

柚野 2 2

稲子

管外 4 1 5

計 11 12 1 24

市内の小学校、中学校、高校状態別（当事者数）

学校

区分
自転車 同乗中 歩行中 計

富士宮第一 2 2 4

富士宮第二 1 2 3

富士宮第三

富士宮第四 1 1

富士根南 1 1 2

富士根北

北山

西富士

井之頭

上野

大富士 1 1 2

芝川

柚野

星陵 1 1

管外 5 5

計 4 12 2 18

学校

区分

自転車二輪車自動車同乗中歩行中 計

富岳館 8 1 9

富士宮北 11 1 12

富士宮西 5 5

富士宮東 1 1

星陵 5 1 3 9

管外 9 6 15

計 38 1 1 10 1 51

学校

区分

○小学校 ○中学校

○高校

※当事者数とは、ケガの有無にかかわらずその事故に関わった全ての人数



高齢者事故

○事故類型別

○発生状況

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 219 1 137

増 減 数 -30 -1 7

○月別

○曜日別

○時間別

曜日 月 火 水 木 金 土 日 計

件数 31 29 36 24 40 30 29 219

増減 -12 -19 4 -12 5 2 2 -30

○状態別死傷者数

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2 1 -1

2 ～ 4 1 1

4 ～ 6 2 1

6 ～ 8 19 -5

8 ～ 1 0 28 -21

1 0 ～ 1 2 47 8

1 2 ～ 1 4 25 -15

1 4 ～ 1 6 38 -1

1 6 ～ 1 8 38 3

1 8 ～ 2 0 14

2 0 ～ 2 2 5 -1

2 2 ～ 2 4 1 1

計 219 -30

※ 高齢者（65歳以上）が当事者となった人身事故件数と、
その事故から生じた高齢者の死者数、傷者数

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 21 11 16 18 21 17 16 8 17 24 28 22 219

増減 6 -4 -2 3 -2 -7 -7 -12 -2 3 -2 -4 -30

区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中 3 -1

横断中
横 断 歩 道 14 4

そ の 他 9 2

そ の 他 10 2

小 計 36 7

車
両
相
互

正 面 衝 突 3 -1

追 突 60 -5

出 会 い 頭 74 -9

追 越 等 5 1

右 左 折 時 17 -5

そ の 他 17 -19

小 計 176 -38

車 両 単 独 7 1

踏 切

計 219 -30

区 分 死 傷 者 増 減

自

動

車

運 転 中 65 1

同 乗 中 25 5

小 計 90 6

自 二 車 3 1

原 付 車 8 -5

自 転 車 6 -4

歩

行

中

横 断 中 21 9

そ の 他 9 -2

小 計 30 7

そ の 他 1 1

計 138 6

交通事故防止ポイント

高齢歩行者・自転車事故の多くは自宅付近で発
生しています。通り慣れた道でも油断は禁物で
す。慣れた道こそ危険に目を向けましょう。



高齢者事故

高齢自転車・歩行者の
自宅から事故現場
までの距離
（2Km以内/全37人）
（ ）内は死者数

○自宅からの距離

○違反別（第1当事者）

● 歩行者の皆さん、横断禁止場所を横断してませんか？

横断禁止場所の標識

歩行者の方は、道路の標識によって横断が禁止されている道路の
部分で、横断してはいけません。

● ６５歳以上のドライバーの皆さん
自分の運転に不安を感じることはありませんか？

①段階的な運転自粛をお願いします

夕暮れ時・夜間

体調が優れない日

曇・雨の日☂

②運転免許証の自主返納を考えてみましょう

こんなときは
運転を控えて
みませんか？

○ 警察署免許窓口で手続きができます
○ 受付時間

平日 午前９時00分～午前11時30分
午後１時00分～午後４時00分

【免許証返納】

○ 免許証（有効期限内）
○ 本人が来署（代理申請可能、ただし別途書類必要）

○ 手数料 1,１00円
※状況に応じて必ずしも発行できるとは限らないため、
直接免許窓口にて確認が必要

【運転経歴証明書】

詳しくは、富士宮警察署 ☎２３ー０１１０ まで

~50m

~100m

~500m

~1km

~2km

自宅 3人

16人(1)

10人

3人

5人

違 反 件 数 増 減

車

両

等

信 号 無 視 9

通 行 区 分 1

最 高 速 度

追 越 違 反 -1

優 先 妨 害 1 -2

一 時 停 止 18 9

歩 行 者 妨 害 14 4

酒 酔 運 転

過 労 運 転

安

全

運

転

運転操作 12 -6

漫然運転 13 -6

脇見運転 27 8

動静注視 21 -9

安全確認 77 -17

そ の 他 3 1

そ の 他 23 -11

計 219 -30



高齢運転者事故

○事故類型別

○発生状況

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 143 183

増 減 数 -28 -1 -32

○月別

○曜日別

○時間別

曜日 月 火 水 木 金 土 日 計

件数 15 20 23 18 26 22 19 143

増減 -15 -11 3 -6 2 -1 -28

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2 -1

2 ～ 4

4 ～ 6 1 1

6 ～ 8 12 -3

8 ～ 1 0 17 -16

1 0 ～ 1 2 31 3

1 2 ～ 1 4 20 -12

1 4 ～ 1 6 25 -3

1 6 ～ 1 8 27 3

1 8 ～ 2 0 6

2 0 ～ 2 2 3 -1

2 2 ～ 2 4 1 1

計 143 -28

○違反別（第１当事者）
区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中 1

横断中
横 断 歩 道 7 1

そ の 他 5 1

そ の 他 6 -1

小 計 19 1

車
両
相
互

正 面 衝 突 2 -1

追 突 30 -13

出 会 い 頭 53 -5

追 越 等 4 1

右 左 折 時 14

そ の 他 14 -14

小 計 117 -32

車 両 単 独 7 3

踏 切

計 143 -28

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 13 7 9 13 16 10 12 3 9 16 21 14 143

増減 5 -1 0 2 1 -9 -3 -8 -6 1 -1 -9 -28

違 反 件 数 増 減

車

両

等

信 号 無 視 8

通 行 区 分 1

最 高 速 度

追 越 違 反 -1

優 先 妨 害 1 1

一 時 停 止 10 3

歩 行 者 妨 害 7 1

安

全

運

転

運 転 操 作 9 -8

漫 然 運 転 7 -3

脇 見 運 転 16 3

動 静 注 視 9 -7

安 全 確 認 56 -13

そ の 他 3 3

そ の 他 16 -7

計 143 -28

※ 高齢者（65歳以上）が当事者となった
人身事故件数と、その事故から生じた
高齢者の死者数・傷者数

交通事故防止ポイント
追突・出会い頭事故が多く発生しています。
年齢を重ねると、動体視力が低下します。
標識や歩行者、車両の動きを的確にとらえるため、
慎重に安全確認をしましょう。



歩行者事故

※ 歩行者が当事者となった人身事故件数と、
その事故から生じた歩行者の死者数・傷者数

○事故類型別

○発生状況

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 71 1 74

増 減 数 20 -1 23

○月別

○曜日別

○時間別

曜日 月 火 水 木 金 土 日 計

件数 7 12 14 9 18 10 1 71

増減 4 6 10 1 -1 20

○年齢別

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2

2 ～ 4 1 1

4 ～ 6 1

6 ～ 8 12 5

8 ～ 1 0 6 3

1 0 ～ 1 2 13 8

1 2 ～ 1 4 4 -1

1 4 ～ 1 6 6 -3

1 6 ～ 1 8 11

1 8 ～ 2 0 14 7

2 0 ～ 2 2 2

2 2 ～ 2 4 1

計 71 20

年 齢 死 傷 者 増 減

0 ～ 6 歳 2 1

7～ 1 2歳 10 5

13～15歳 2 1

16～19歳 1 1

20～29歳 4

30～39歳 5 2

40～49歳 5 -1

50～59歳 10 3

60～64歳 6 3

65～74歳 14 6

75歳以上 16 1

計 75 22

区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中 5 -2

横断中
横 断 歩 道 27 9

そ の 他 16 3

そ の 他 21 9

小 計 69 19

車
両
相
互

正 面 衝 突

追 突

出 会 い 頭

追 越 等

右 左 折 時

そ の 他

小 計

車 両 単 独 2 1

踏 切

計 71 20

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 8 4 6 4 5 5 5 4 4 12 8 6 71

増減 4 1 4 1 1 2 1 -1 -1 8 3 -3 20

交通事故防止ポイント
しずおか安全横断3つの柱を実践しましょう！
１、横断する意思表示をしましょう
２、安全確認をしてから横断しましょう
３、横断中も安全確認をしましょう



自転車事故
※ 自転車が当事者となった人身事故件数と、

その事故から生じた自転車の死者数・傷者数

○事故類型別

○発生状況

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 79 77

増 減 数 12 12

○月別

○曜日別

○時間別

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2 1 1

2 ～ 4

4 ～ 6

6 ～ 8 20 5

8 ～ 1 0 13 2

1 0 ～ 1 2 9 6

1 2 ～ 1 4 3 -2

1 4 ～ 1 6 11 3

1 6 ～ 1 8 16 -2

1 8 ～ 2 0 5

2 0 ～ 2 2 1 -1

2 2 ～ 2 4

計 79 12

○違反別（第1当事者）

違 反 件 数 増 減

車

両

等

信 号 無 視 1 1

通 行 区 分 1 1

最 高 速 度

追 越 違 反

優 先 妨 害 1 1

一 時 停 止 10 6

歩 行 者 妨 害 1 1

酒 酔 運 転

過 労 運 転
安

全

運

転

運 転 操 作 1

漫 然 運 転 -2

脇 見 運 転 2 -2

動 静 注 視 4 2

安 全 確 認 36 5

そ の 他

そ の 他 21 -1

小 計 78 12

不 明 1

計 79 12

区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中 1

横断中
横 断 歩 道 1 1

そ の 他 1

そ の 他

小 計 3 1

車
両
相
互

正 面 衝 突 2 1

追 突 1 1

出 会 い 頭 47 10

追 越 等 2 2

右 左 折 時 24 3

そ の 他 -5

小 計 76 12

車 両 単 独 -1

踏 切

計 79 12

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 8 5 9 5 10 7 8 2 3 11 5 6 79

増減 3 -3 6 1 2 -3 1 5 -1 1 12

曜日 月 火 水 木 金 土 日 計

件数 8 14 17 13 13 8 6 79

増減 -1 1 9 4 -2 1 12

交通事故防止ポイント

約６割が出会い頭事故です。
一時停止場所だけでなく、見通しの悪い脇道でも
安全確認をしましょう。



交差点事故

※ 交差点内で発生した人身事故件数と、
その事故から生じた死者数・傷者数

○事故類型別

○発生状況

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 233 288

増 減 数 -18 -27

○月別

○曜日別

○時間別

曜日 月 火 水 木 金 土 日 計

件数 35 35 42 31 44 27 19 233

増減 -6 -3 6 -7 -4 -4 -18

区 分 死 傷 者 増 減

自

動

車

運 転 中 137 -29

同 乗 中 37 -8

小 計 174 -37

自 二 車 15 1

原 付 車 6 -12

自 転 車 54 8

歩

行

者

横 断 中 38 14

そ の 他 1 -1

小 計 39 13

そ の 他

計 288 -27

○状態別死傷者数

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2 1 -1

2 ～ 4 2 1

4 ～ 6 2 1

6 ～ 8 46 11

8 ～ 1 0 31 -12

1 0 ～ 1 2 29 1

1 2 ～ 1 4 19 -7

1 4 ～ 1 6 31 -2

1 6 ～ 1 8 38 -8

1 8 ～ 2 0 20 -2

2 0 ～ 2 2 11

2 2 ～ 2 4 3

計 233 -18

区 分 件数 増減数

人
対
車
両

対 （ 背 ） 面 通 行 中 -1

横 断 中
横 断 歩 道 24 8

そ の 他 10 2

そ の 他 1

小 計 35 9

車
両
相
互

正 面 衝 突 2 2

追 突 14 2

出 会 い 頭 137 -24

追 越 等 1

右 左 折 時 39 -3

そ の 他 5 -3

小 計 198 -26

車 両 単 独 -1

踏 切

計 233 -18

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 15 10 20 19 18 21 17 13 19 28 31 22 233

増減 -1 -17 6 -5 -3 -9 -3 -7 5 12 5 -1 -18

交通事故防止ポイント
出会い頭事故が多く発生しています。交差点は
あらゆる方向から人や車が通行します。合図は
早めに出し、右左折時は速度を落とし、安全確
認をしましょう。



飲酒運転事故

○事故類型別

○発生状況

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 4 4

増 減 数 -1

○月別

○曜日別

○時間別

曜日 月 火 水 木 金 土 日 計

件数 1 1 1 1 4

増減 -1 1 -1 -1 1 1

○年齢別

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2 1 1

2 ～ 4 1 1

4 ～ 6

6 ～ 8

8 ～ 1 0

1 0 ～ 1 2

1 2 ～ 1 4 -1

1 4 ～ 1 6

1 6 ～ 1 8

1 8 ～ 2 0 1 1

2 0 ～ 2 2 1 -1

2 2 ～ 2 4 -1

計 4

死傷者 増 減

15歳以下

16～19歳

20～29歳 -2

30～39歳 1 -1

40～49歳 1 1

50～59歳 2 1

60～64歳

65～74歳

75歳以上

計 4 -1

区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中

横断中
横 断 歩 道

そ の 他

そ の 他

小 計

車
両
相
互

正 面 衝 突

追 突 3 2

出 会 い 頭 -2

追 越 等 1 1

右 左 折 時

そ の 他

小 計 4 1

車 両 単 独 -1

踏 切

計 4

※ 自転車以上の車両を運転の第1当事者が
飲酒運転による人身事故件数と、
その事故から生じた死者数・傷者数

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 1 1 1 1 4

増減 -1 1 1 -1 -1 1 1 -1

交通事故防止ポイント

少量の飲酒でも反応が遅れたり、視野が狭くなり
周りの様子を見ていないなど運転に影響がでます。
「飲んだら、乗らない」を徹底しましょう。



二輪車事故

※ 自動二輪車及び原動機付自転車が、当事者となった
人身事故件数と、その事故から生じた死者数・傷者数

○事故類型別

○発生状況

区 分 件 数 死 者 傷 者

令和 4年 57 58

増 減 数 2 0 -4

○月別

○曜日別

○時間別

曜日 月 火 水 木 金 土 日 計

件数 8 8 6 7 8 8 12 57

増減 3 1 2 -3 -1 2

時 間 件 数 増 減

0 ～ 2

2 ～ 4 2 1

4 ～ 6 1 1

6 ～ 8 6 3

8 ～ 1 0 7

1 0 ～ 1 2 9 -3

1 2 ～ 1 4 9 -1

1 4 ～ 1 6 8

1 6 ～ 1 8 7 -1

1 8 ～ 2 0 4 1

2 0 ～ 2 2 3

2 2 ～ 2 4 1 1

計 57 2

○違反別（第1当事者）

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

件数 5 4 7 5 3 2 3 5 12 8 3 57

増減 3 4 1 -2 -7 -1 1 3 1 -1 2

交通事故防止ポイント

区 分 件 数 増 減

人
対
車
両

対（背）面通行中

横 断 中
横断歩道

そ の 他

そ の 他 1 1

小 計 1 1

車
両
相
互

正 面 衝 突 1 -1

追 突 10 3

出 会 い 頭 18 -4

追 越 等 2 1

右 左 折 時 16 2

そ の 他 5 -2

小 計 52 -1

車 両 単 独 4 2

踏 切

計 57 2

二輪車は見落とされやすい乗り物です。交差点を
通過する時は、右折車の動きに注意し、横に並走
する車を無理に追い抜かないようにしましょう。

区 分 件 数 増 減

車

両

等

信 号 無 視 3 2

優 先 妨 害 -1

一 時 停 止 3 1

安

全

運

転

運 転 操 作 3 1

漫 然 運 転 1 1

脇 見 運 転 6 4

動 静 注 視 3 -2

安 全 確 認 31 6

そ の 他 1 -1

そ の 他 6 -8

不 明 -1

計 57 2



安全運転管理者選任事業所の事故

スローガン〈企業の繁栄は無事故から〉

※選任事業所の事故とは、県下の安全運転管理者等選任事業所の従業員が、原付以上の車両を
運転し、業務中・通勤中又は私用中に第１当事者として県内で起こした交通事故をいう。

選任事業所の運行目的別の交通事故発生状況

区分

件 数 死 者 傷 者

業務 通勤 私用 計 業務 通勤 私用 計 業務 通勤 私用 計

令和4年 694 1,377 1,882 3,953 1 12 13 442 1,494 3,078 5,014

令和3年 796 1,633 2,020 4,449 2 10 12 568 1,707 3,292 5,567

増 減 -102 -256 -138 -496 -1 2 1 -126 -213 -214 -553

◎ 県下

◎ 富士宮地区

道路交通法第７４条の３の第一項の規定により、自家用自動車５台以上（乗車定員１１人以上
の自動車にあっては１台以上）を使用している事業所に、自動車の安全な運転に必要な業務を
行わせるため安全運転管理者を、また２０台以上の自動車を使用している事業所には、安全運
転管理者の業務を補助させるため、自動車台数に応じた人数の副安全運転管理者がおかれてお
り、また、自動車運転代行業適正化法の規定により、自動車運転代行業者は営業所ごとに安全
運転管理者（１０台以上の場合は副安全運転管理者）がおかれていますが、安全運転管理者等
選任事業所の交通事故発生状況は次のとおりです。

区分
件 数 死 者 傷 者

業務 通勤 私用 計 業務 通勤 私用 計 業務 通勤 私用 計

令和4年 18 27 76 121 11 19 121 151

令和3年 11 33 71 115 1 1 5 21 123 149

増 減 7 -6 5 6 -1 -1 6 -2 -2 2



自転車安全利用五則が改定されました 令和４年１１月１日

１ 車道は原則、
左側を通行

歩道は例外、
歩行者を優先

２ 交差点では信号と
一時停止を守って、
安全確認 ３ 夜間はライトを点灯

４ 飲酒運転は禁止 ５ ヘルメットを着用

安全横断 自転車事故防止

１の柱

２の柱

３の柱

＋１
(プラスワン)静岡県警察

令和５年４月１日より
ヘルメットの着用が

「努力義務」になります！
交通ルールを守り、
ヘルメットを着用して
安全な走行を！

乗車する
全ての人が対象


